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 現在，国土交通省では，抜本的な生産性や安全性向上を図るため，５Ｇ等基幹テクノロジー

を活用したインフラ分野のＤＸを推進しており，インフラのデジタル化を進め，工事のＢＩＭ/

ＣＩＭ活用を促進している．国道２０号八王子南バイパスの「Ｒ２国道２０号八王子南ＢＰ館

地区改良その１６工事」を，ＩＣＴ土工施工者希望Ⅱ型として発注した．本稿では，若手技術

者の配置された現場におけるＩＣＴ土工について，ＣＩＭモデルを用いた全体ＣＩＭモデルを

作成および活用し，それによって生じる効果，課題及び可能性について検討した． 
 

キーワード インフラＤＸ，ＢＩＭ/ＣＩＭ，ＩＣＴ土工，若手技術者  
 

 

1．はじめに 

 

 一般国道２０号八王子南バイパスは，八王子市北野町

から同市南浅川町までの延長９．６ kmのバイパスであ

り，今後５ヶ年程度で部分開通を予定している（図１）． 

また，国道２０号と中央自動車道に並行し，周辺地域

の交通混雑緩和，地域の安全性向上，災害時の交通ネッ

トワーク強化などを目的としたバイパス事業である． 

 このうち，町田街道から高尾山ＩＣに至る約２．６ 

kmの区間は２０１０年に開通しており，残りの区間のう

ち，館小学校から町田街道に至る下り線約２６５ mの改

良工事を「Ｒ２国道２０号八王子南ＢＰ館地区改良その

１６工事」（以下，本工事）として施工を行った． 

 本工事の発注については，ＩＣＴ土工を施工者希望Ⅱ

型として発注し，受注者の希望により，ＩＣＴ土工並び

にＣＩＭモデル活用に取り組んだ． 

 本稿では，ＩＣＴ土工及びＣＩＭ活用の効果，課題，

及び可能性について検討を行った． 

 

 

２．工事概要およびＣＩＭモデル作成経緯 

 

（１）工事概要 

図２，図３は本工事の平面図及び横断図である．本工

事は，切土区間の掘削工，深礎杭擁壁の隔壁工，壁面工

およびＵＲ私道部のブロック積擁壁工等を施工した． 

 

図１．八王子南バイパス平面図 

 

図２．本工事平面図 
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図３．横断図 

 

（２）ＣＩＭモデル作成経緯 

ＣＩＭモデルは，現場全体や構造物の詳細などを３次

元化した３Ｄモデルを用いて，多数の設計データや様々

な属性情報で構成され，施工前段階から目的となる構造

物を可視化できるものである． 

 国土交通省では，新型コロナ感染拡大を防ぐため，非

接触・リモート型の働き方への転換など，特にＣＩＭモ

デル活用を推進しており，本工事はＣＩＭモデル活用の

受注者の協力を得た．  

本工事のＩＣＴ土工について，当現場は軟岩が多く存

在し，ＩＣＴ土工の軟岩掘削は，事例が少なく積算基準

も確立されてないが，適用の可能性拡大を探る意味から，

ＩＣＴ土工に取り組んだ． 

また，本工事の主たる目的構造物は深礎杭擁壁とＵＲ

私道部擁壁である．受注者の希望もあり，構造物の施工

プロセス全般に通じた業務の効率化を目的として取り組

み，また，発注者は本工事及び隣接する工事への活用を

期待して，ＣＩＭを導入した． 

加えて，本工事は監理技術者に若手技術者が配置され

ており，ＣＩＭ活用により経験の浅い技術者の現場の生

産性向上も目的として，ＣＩＭモデル作成に至った．ま

た，発注者側においても，技術向上を目的として，新卒

技術者等若手担当者を中心に取り組んだ． 

 

（３）ＣＩＭモデル作成概要 

ＣＩＭモデル作成は，受注者のインハウスでの作成の

協力を得た． 

本工事では，ＩＣＴ土工を施工するにあたり，土工周

辺地形情報をＵＡＶ（ドローン）による３次元点群デー

タとして取得した．さらに，土工やコンクリート構造物

情報を２次元設計データから３次元設計データに変換し

た．それら土工周辺地形情報と３次元設計データを正確

に組み合わせたＣＩＭ全体モデルを作成した． 

 

 

３．効果及びヒアリング結果 

 図４～図６は，ＣＩＭモデルの図である． 

 図５は，ＵＲ私道ブロック積擁壁部のもたれ擁壁のＣ

ＩＭモデルを示している．ＣＩＭモデルにおいて，既設

擁壁ともたれ擁壁の擦り付け部のずれを事前に確認でき，

手戻りのない施工ができた． 

 

図４．施工前ＣＩＭ全体モデル 

 

図５．もたれ擁壁のＣＩＭモデル 

 

 また，図６はＩＣＴ土工のＣＩＭモデルである．当施

範囲では軟岩が確認されたが，小学校及び医療センター

等周辺施設との関係によりバックホウを用いた掘削を行

った．従来のバックホウ掘削は帳張りが必要になり，軟

岩掘削は時間が多くかかってしまうことが想定された．

そこで，ＩＣＴ施工を実施することにより，帳張りの場

所を取る必要がなくなり，隣接する深礎杭擁壁のコンク

リート打設に必要な敷鉄板設置と平行して作業が可能と

なったため，作業効率が上がった． 

さらに，ＣＩＭモデルにより，上段のバックホウの掘

削で下段のバックホウの施工ヤードの確保，下段のバッ

クホウの掘削で法面を施工する手順，バックホウのアー

ムの旋回等に伴う干渉を事前に確認できた．加えて，Ｃ

ＩＭモデルと一つのデータに統合することで，事前に作

業場の取り合いを確認でき，場内の安全性確保や掘削の

品質管理が滞りなくできた． 

 

図６．ＩＣＴ土工のＣＩＭモデル 
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受注者の活用効果として表１に示す．表１は受注者ヒ

アリングにより日数を算出し，本工事に適用したもので

ある．従来の２次元データを用いた技術では，①多数の

図面を照査，②目的構造物の構築位置・高さ等計算して

施工図を作成，③測量機器を用いて現地での取り合いを

確認，④複雑な土木構造物・コンクリート構造物では完

成イメージを描くことの４つのプロセスに相当な時間と

労力がかかり，現場技術者の業務負担は課題となってい

た．ＣＩＭを導入したことで，取り組みコストはかかっ

たが，若手技術者や経験の浅い技術者の①～④の業務に

かかる時間が短縮され，業務時間が２割程度削減できた． 

発注者として，ＣＩＭモデル導入により，若手技術者

でも立体的に構造を把握でき，受注者との打ち合わせを

スムーズに行うことができた．他の若手職員からも施工

状況を理解しやすいと好評であった．  

 

表１．ＣＩＭ活用による延べ作業時間縮減効果 

 

 

５．考察 

 

 ＣＩＭモデルにＩＣＴ土工で用いる土工周辺地形情報

のデータを組み合わせて一つのモデルにすることで，複

雑な構造物に加え，仮設物や周辺情報と構造物との関係

も可視化でき，受注者だけでなく，発注者も現場状況や

施工手順を把握しやすくなった．これによって，受注者

については，手戻りや手直しを未然に防ぐことができ，

発注者については，作業内容や手順を容易に理解でき，

先行指示や承認を早い段階で出すことが可能であると示

唆される． 

 また，本工事におけるＣＩＭ適用は，施工範囲全体と

してモデル化したが，他工事の活用については，複雑な

箇所に部分的な適用をすることで，ＣＩＭ導入がしやす

くなり，普及が進んでいくと推察される． 

  

 

 

 

 

 

加えて，ＣＩＭモデルにＶＲ技術を取り入れることで，

受注者および発注者は現場状況をより把握でき，遠隔に

て早い段階で協議等を進められると考えられる． 

 

 

６．今後の課題 

  

今後の課題として，以下のことが挙げられる． 

・ＵＡＶを用いて地形情報を取得するには，座標測量精

度が求められる．しかし，現場状況においては，座標

を取得するための電波が届かないことがあり，現場内

に基地局を設ける必要が生じる． 

・発注者としてＣＩＭモデルを活用する際は，ノウハウ

の蓄積によって可能となる必要データの取捨選択，及

びそれらを的確に扱える人材育成が必要である．また，

ＣＩＭモデルを使用する際に，他のソフトウェアでも

使えるよう準備しなければならない． 

・ＣＩＭ活用の工事を発注する際は，どの程度事前に準

備するか線引きが重要になってくるため，早急に基準

を定める必要がある． 

 

 

７．まとめ 

 

Ｒ２国道２０号八王子南ＢＰ館地区改良その１６工事

におけるＩＣＴ施工，並びにＣＩＭモデル活用について，

土工周辺地形情報と３次元設計データを正確に組み合わ

せたＣＩＭ全体モデルを活用した．ＣＩＭ全体モデルを

活用することにより，受注者については，若手技術者や

経験の浅い技術者の業務にかかる時間が削減された．発

注者は，作業内容や手順を容易に理解でき，受注者との

打ち合わせをスムーズに行うことができた．また，受注

者の技術力の向上，発注者のノウハウの蓄積ができた． 

また，発注者としては，今後発注されるであろうＣＩ

Ｍモデル活用工事に今回の経験を活かしていく所存であ

る． 

以上より，生産性向上だけでなく，ＣＩＭ活用工事の

増加や，受注者と発注者の両若手技術者の活動の拡大，

キャリアアップ等に繋がるのではないかと考えられる． 
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